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　先に難舟中のPlasmalogen（Acetal　phospho－
1ipid）含有景について研究を行い，興味ある結果
を：得てこれを発表したが，次いで動物休の紅織内
においてPlasmalogenと分布状態を共にし，且つ
その生機的意義も恐らくは｛’？ki’接であろうと推測せ
られているSphingolipidに関して研究を行った。
　鶏卵ii．1の、Sphingolipid量に関しても報告・は少
く．C　イ葉泣こ19436Fに　Kaucher　et　al．i）　ltこよって
Sphingomyelinが測定せられているが，ζの脂質
もPlasmaloge血と同様に少量転より存在しないと
V・われてきている。
　著者はζの点を明かにせんとして，前山と同じ
く，市販の無精卵と種垣P飼育場より入手した受精
卵についてSphingolipid量の測1定を行ったとこ
ろ無精卵と受精卵とに差違のあるごとを認め疫の
で報告する。
　　　　　　　　　実験方法
　蘂烏卵はPlasmalogen測建に供したものと同様の無精卵
並びに受精卵を用い，抽出方法は加熱抽出を用い，　総量
500ccとした。これより適当量の試料を用いて，扱上法2）
によってSphingolipidを測定：した。
　定量法
　　試樂i＝　飽禾口Ba（OH）雪液
HCI　（Conz．）
CHCI3　q者製）
石iillエーテル（b．p．40～50℃）
ベンゾ・t一ル（無水）　、
　．　　　四酢酸盗｝　．　　　　　　　　　、
　　　　　Glyeerol
　　　　　氷酢酸（精製してアルデヒードを含まぬもの）
　　　　　　フクシンー亜硫酸液
　　　　　精製iso－！trriyl　alcohol
　　操作1　前魍の抽出液を．ビーカFに適当量とり，こtし
に飽和Ba（OH）2液2ccを加えて沸騰せる水浴上にて水解
を行う。乾澗せる時は蒸溜水をSJilえ水解を継続する。水確
は5時問行う。　しかる後はHCIを加えて酸性となしさら
に30分問水解を続行する。　水解終了後はアルカリ性とな
し20ccのCHCI3を以て数回分液漏斗中にて抽ほ1する。
CHC！3抽出液を蒸溜水を以て洗漢後，減圧乾渦する。こオし
に無水ベンゾールを加えて溶解し，（必要あ5ぱ濾過して）
一定1量とする。これより漉当量：（Sphingosinとして50～
500γ）を共栓付試瞼瞥（目盛付で内容50cc）に正雌にとり，
これに四酢酸錯の結醒1を測定すべき　Sphingosinの約10
倍量加えて750Cで10分聞酸化する。終了した後，無水の
グリセロ←ルを数滴加え，過剰の四酢酸鉛を処理する。し
かる後，蒸溜水2ccを加え，さらに石汕エーテル20　cc加
え，充分振盧後室温に放置して二層に完全に分離したる後，
上暦（石汕エーテル暦）を他の同様の試瞼轡に移す。なお
1）　Kaucher　et　al．：　Areh．　Bioehem．　3，　203（1943）．2）坂上：未公刊．
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少量の石汕エーテルにて抽tllしてこオし．も一算に集める。か
くして得た石汕エーテル液にはSphingosinの酸化によっ
て生じた高級脂肪性アルデヒードが抽出せられている。こ
の液を減圧乾燥せる後糖製氷酢酸1ccを加えて，内容を溶
解し，さらにフクシンー亜．硫酸液10ccを加えて室温に一
晩放置する。これにイソミルアルコール10ccを正確に加
え，充分に一口したる後，アミルァルユール暦の著色を比
色計により測定する。
　かくして求められた脂肪性アルデヒードに係数を乗じて
’それぞれSphingosin及びSphingolipidが求められる。
　　脂肪性アルデヒード量×】．25＝Sphingosjn
　　　　　　Sphin．crosin　×　2．67　＝　Sphingolipid
　　　　　　　　実験成績
　上記の方法に慈ついて測定：せる結果はそれぞれ第1表
（無精卵）及び第2表（受糀卵）に喪示せられる。
第1表　無精卵中のSphingolipid含有量
Sphingolipid
mg％で，4物は102．5　mgヲ6及び290．3mg％の値を得，．
またSphingolipidとしては総量では最高値ユS2．9mg，最
低1直は89．9mg平均131．5　mgでありmg％としては（卵
1≒i＋卵黄）中では最高値376．7mg％，最低値1752　mg％
で卵黄巾では913．2mg％及び632．O　mg％であり，手均は
それぞれ274．2mg％及び772．6　mg％の値を得た。
　一：方，受精心中の含有量はSphingolipidは総量では最
高値：23．2mg，最低値13．5　mgで平均1S．2　mgであり。
mg％としては（卵白十卵黄）巾では最高値：50．1　mg％，最
低値：30．5mg％，　zP均40．3mg％，　また卵黄中では107．4
mg％，及び87。O　mg％にて平均97．2【thg％の値：を得たe
またS hingolipidとしては総量では最高i直61．9　mg，最
低値36・0・mgでr覇4＆7　mgであり・堕9％として．は（卵
白十卵黄）申では最高値133．9mg％，最低値はSl．5　mg％
で2ト均107．O　mg％でありまた卵黄巾のみでは2S6．7　mg％
及び232．4mg％で畢均259．5　mg％の値を得た。
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　無精卵においてはSphingosin．は総量では最高1直68．5
mg，最低植は33．7　mgで牛均49。3　mg，またmg％では
最高値：は（卵白＋卵黄い1・では139．2mg％，卵黄巾では
344．2mg％，最低値：は前者曽（一は65．7　mg％後者では236．4
第2表受皿卵IllのSphingolipld含有量
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　　　　　　　　　考　　　按　　　　　、
　上蓮；の如き実験成績が無精卵及び受精卵につ
いて測定を行った結果得られた。　これによると
Sphingolipid含有量がFl看者に：拾V・て著しく差があ
ることが最も注口される点である。即ち無精卵中
にはSphingolipid量は総量131．」「　mg％，（卵白十
卵黄）中では2742mg％，卵黄中では772，6　mg％
であり，　これらは丁度受精卵中の含有量の総量
48．7mg，（卵白十卵黄）中では107．O　mg％，卵黄
i．11では2592mg％のぼぼ2．5倍の値を示すこと
になる。この点に関しては先のPlasmalogenの
場含と丁度逆の関係にあることが認められ，現在
なおこれらが如何なる開山に基くか不明であるが，
甚だ興味ある事実と考える。　。
　また受精卵中ではPlasmalogen含有量とSph－
ingolipid含有量とはぼぼ等しい値を示すのに対
して，無精卵においては，二者澗には著しい量的
め差が有るのが認められ，成長動物の練壷中で爾
物質が比較的近い量白勺関係をイfしている点より考
えて，受精卵中のPlasmalogenとSphingolipidと
の値が差がなく無精卵中で大であるという事実は
爾物質の特異的成分たるPlas皿alとSphingosin
の間に密接な関係があるごと，即ちPlasmalより
Sphingosinが合成されうる可能性を示唆するも
のと老え得る。
　次に（卵白十卵黄）中の総量も卵黄のみで測定し
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た時の総量も同様の値を示す点よlp　Sphingolipid
も杢て卵黄中に存在するもので．あろう。
総 括
　　1．謡扇笑〔｝卵中のSphingolipid含有：量の1則定
した報告・がなかったので，．その測定を行い興味あ
る結果を得た。
　　2・無精卵中では総量131・5mg，　mg％として
は（卵白十卵黄）中では274・2皿9％，卵黄中のみ
では772．6mg．％であった。．
　　3．受・精卵では総．量48．7mg，　m彗％としては（
卵白十卵黄）申では107．Omg％夢日黄中のみでは
259．2mg％であった。
　　4．從って無精卵中のSphingolipid三三は受
精卵中の含量はほぼ2，5倍存．在していることが認
められ，丁度Plasmalogen含量の反対の関係が
得られた．ltの理由に関し．ては現在なお言党明出來
なIOけれども興味ある事実と考えられる。
　　5．受精卵においては．Plasmalogen量とSph－
ingolipid量はほぼ同量が含有せられているが無
精卵におV・ては両者は著しく差があり，tの点に：
おいても両鶏卵闇の差違を示す知見である。なお
重b物Mく1ス」をこおける両眼夏！合》ij旨量鷺の賜重工捧『ス」の分イi∫ナ［∫こ態
が極めて似ている点と，しかも量的にも比較的近
い値を示しているからこの点より両物質の特異的
llllli成分の一一一hである脂肪性アルデヒ・・一ド，（Plas皿a1）
に：Colamineが縮合し．て：Sphingosin　が合成さ
れるものであ．ろうと推測せられているが受精卵
における測定結果もこのととの可能性を示唆する
事実と考え得る。
　　6．鶏卵中のSphingolipidは：套て卵黄中に存
在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Il召痢．129．3．23雪と付昌）
Summary
　　　　1．　As　the　sphingolipid　content　in　hen’s　egg　has　not　been　determined　heretofo’re　the
．author　has　attempted　an　estimation　with　the　following　results　which　have　proved　to　be
highly　interesting．
　　　　2．　With　wind　eggs　the　following　values　were　obtained；the　tota1　amount　was　at
131．5mg；　the　mg　percentage　in　（white十yolk）　was　274，2mg％；　in　the　y’olk　alone　the
content　vぴas　772．．2皿g％．
　　　　3．　With　fertilized　eggs　the　total　amount　was　at　48．7　mg；　the　mg　percentage　in
（white十yolk）was　107．0皿g％while　in　the　yolk　alone　the　content　was　259．2　mg％
　　　　4．Fro皿the　above　it　can　be　said　that　the　sphingolipid　content　of　wind　eggs　is　2．5
ti皿es　higher　them　that　of　fertilized　eggs．　Which　is　the　opposite　in　the　case　of　plasmalogen．
And　though　’?ｎ　explanation　for　this　difference　has　not　been　found，　we　considen　it　as
interesting　in　that　it　shows　the　differenee　of　wind　Qf　fertilized　eggs．
　　　　5．　ln　fertilized　eggs，　the　amount　of　plasmalogen　of　sphingolipid　was　approximately
the　same，　however　an　obvious　difference　was　noted　in　wind　eggs　signifying　the　difference
existing　between　the　two　eggs．　The　d．istribution　of　these　two　lipids　in　the　organis皿s　of
animal　body　is　very　much　alike　and　the　amounts　contained　in　organisms　are　appronimately
the　same・　The　above　facts　suggested　to　the　authors　that　sphingosin，　the　characteristic
constituent　of　sphingolipid，　might　possibly　be　synthesized　from　the　plasmal　which　is　the
characteristic　constituent　of　plasinalQgen．　The　results　obtained　on　fertilized　eggs　suggest
the　possibility　of　this　view．
　　　　6．　The　total，amount　of　sphingolipid　in　hen’s　eggs　is　found　in　the　yolk．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Mar．　2b’，　1954）
